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2000 年 3 月 22 日

東京外国為替市場委員会第 32 回会合議事録

開催日時    2000 年 3 月 17 日 13:00～15:15

場  所      日本銀行本店新館 9 階大会議室

議  長      森岡  俊行（東京三菱銀行）

副議長      大倉  孝  （ﾊﾞｰｸﾚｲｽﾞ銀行）

副議長      花井  健  （日本興業銀行）

書  記      田中  克  （日本銀行）

参加委員数   18 名（別紙）

1．Global Code of Conduct の件

  Global Code of Conduct ワーキンググループ委員長の中島委員より、ACI の Committee for

Professionalism（CFP）1から同 Code のドラフトを受領したこと、同 Code の名称が「Model Code」に

変更されたこと、ＡＣＩによる紛争調停など東京の Code of Conduct（Orange Book）にはない項目が

いくつかあること、適用対象取引として金、金利スワップなど為替以外のものも含まれていること、

各項目について背景説明を設けるなど分かり易い構成になっていること、が報告されました。

  これに対し、委員からは、CFPがModel Codeに関して本委員会に何を求めているのか、すなわ

ち、単に受け取っておけばよいのか、エンドースして欲しいのか、和訳も求められているのかがは

っきりしない、との指摘があったため、中島委員が CFP に確認することとなりました。一方、Global

Code of Conduct ワーキンググループでは、Model Code と Orange Book の内容を比較対照した上

で、異なる部分の取り扱いをどうするか検討することとなりました。なお、和訳については、一部の

委員から、ACI の下部組織である日本フォレックスクラブが行うべきである、との意見が出されまし

た。

２．ホームページ開設の件

  教育・広報小委員会の渡辺委員の提案をもとに討議した結果、ホームページのドメイン・ネーム

を fxcomtky.gr.jp にすることを決定しました。

３．CFD

  CFD 小委員会委員長の三島委員より、以下の通り報告がありました。

                                           
1 各国のフォレックスクラブの上部団体である ACI（Association Cambiste Internationale）の専門委員会。
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①  3 月 6 日に小委員会を開催して検討した結果、取り敢えずインデックス・レートのテスト

を行うこととなった。これを受けて、3 月 10 日に有志によるインデックス・レートのテストを実

施したが、ロイター社のインデックス・レート計算システムに障害があったため、インデック

ス・レートを算出できなかった。

②  ロンドン側のＣＦＤ導入作業状況について、BBA の Simon Hills 氏に問い合わせたとこ

ろ、BBAはCFDのインデックス・レートを発表するプロセスを organizeする役割を担う予定

であること、インデックス・レートがテストベースで利用可能になるのは6月初の見込みであ

ること、等を内容とする返答があった。

  これを受けて討議を行ったところ、委員からは、インデックス・レートが算出できるようになるまで

は次のステップには進み難いとする意見、ＣＦＤ導入プロジェクトの推進主体がはっきりしないこと

を問題視する意見などが出されました。その結果、当委員会としては、当面BBAとコンタクトを取り、

ロンドン側の動向をモニターすることとなりました。

４．NDF に関する EMTA 主催会合の件

  リスク管理小委員会委員長の高松委員より、以下の通り報告がありました。

①  EMTA2より、アジア通貨NDFに関する会合を、ロンドン、東京、シンガポール、香港の 4

拠点で同時開催するので、当委員会も東京での会合に参加するよう要請があった。

②  同会合で、EMTA は、ニューヨーク、ロンドンで検討した NDF に関する市場慣行等をア

ジアの市場参加者に説明し、賛同を得ようとしているようである。

③  具体的な開催要領は、日程が暫定的に 4 月 12 日とされていること、4 拠点を電話会議

で結ぶ予定であること以外未定である。

④  取り敢えず、EMTA には、自分と法律問題小委員会委員長の小林オブザーバーが参

加する旨、回答している。

  これを受けて、小林オブザーバーからは、会合の開催方法や規模が明らかになったところで、

当委員会メンバーの中から有志の参加を求めるとともに、必要があれば ISDA Japan 関係者等にも

声をかけることとしたい旨の説明がありました。

以　上

                                           
2  Emerging Market Traders Association。
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（別紙）

東京外国為替市場委員会委員名簿（3 月 17 日現在）

＜委員＞

議長 ○森岡 俊行 （東京三菱銀行）

副議長 ○花井 健 （日本興業銀行）

副議長 ○大倉 孝 （ﾊﾞｰｸﾚｲｽﾞ銀行）

書記 ○田中 克 （日本銀行）

運営小委員長 ○加藤 博光 （野村信託銀行）

教育・広報小委員長 ○渡辺 秀典 （第一勧業銀行）

市場取引に関する小委員長 ○酒匂 隆雄 （UBS 銀行）

リスク管理小委員長 ○高松 力 （ﾁｪ‐ｽ･ﾏﾝﾊｯﾀﾝ銀行）

CFD に関する小委員長 ○三島 裕史 （さくら銀行）

○野手 弘一 （住友銀行）

○菅田 克彦 （富士銀行）

○齋藤 廣志 （三菱信託銀行）

○松田 哲 （ｵｰｽﾄﾗﾘｱ･ｺﾓﾝｳｪﾙｽ銀行）

○中島 尚彦 （ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞﾁｬｰﾀｰﾄﾞ銀行）

  竹本 隆彦 （ﾄﾞｲﾁｪ･ﾊﾞﾝｸ）

○石川 栄一 （ｲｰﾋﾞｰｴｽ･ﾃﾞｨｰﾘﾝｸﾞ･ﾘｿｰｼｽ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）

○尾崎 信一郎 （上田ﾊｰﾛｰ）

○神田 紀昭 （ﾛｲﾀｰ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ）

○高浦 雅之 （三和銀行）

＜オブザーバー＞

○野口 嘉彦 （ﾏﾈｰ･ﾌﾞﾛｰｶｰｽﾞ･ｱｿｼｴｲｼｮﾝ）

法律問題小委員長 ○小林 一夫 （日本銀行）

(注)敬称略（順不同）。○は今回出席。


